
【令和６年度補正　新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型）】
　１．デジタル実装型TYPE1事業　

No 採択事業名 事業概要 事業費
（千円）

単位 基準値①
2025年度末

基準値②
2026年度末

基準値③
2027年度末

最終目標 達成率

アウトプット
（活動指標）

加賀料理多言語デジタルアーカイブのアクセス数 件 14000 20,000 70%

アウトプット
（活動指標）

技能継承デジタルアーカイブ事業の登録団体数 団体 3 9 33%

アウトプット
（活動指標）

技能継承デジタルアーカイブのアクセス数 件 454 1,500 30%

アウトカム
（成果指標）

加賀料理多言語デジタルアーカイブの利用者満足度 ポイント 4 4 100%

アウトカム
（成果指標）

加賀料理に興味があると感じた人数 件 134 2,000 7%

アウトカム
（成果指標）

技能継承デジタルアーカイブの利用者満足度 ポイント 3.8 4 95%

アウトプット
（活動指標）

ユーザーの登録者累計数 人 1076 2,000 54%

アウトプット
（活動指標）

イベント等の参加人数の累計 人 138 550 25%

アウトカム
（成果指標）

関係人口登録・情報発信サービスの満足度 点 4.5 4 113%

アウトカム
（成果指標）

イベント等の実行率 % 41.3 90 46%

アウトプット
（活動指標）

Web出願システムを利用する中学校の割合 ％ 0 100 0

アウトプット
（活動指標）

Web出願システムを利用する志願者の割合 ％ 0 100 0

アウトプット
（活動指標）

検定料納付のキャッシュレス決済利用率 ％ 0 100 0

アウトカム
（成果指標）

志願者の満足度 ％ 0 100 0

アウトカム
（成果指標）

入試手続き時間の短縮 ％ 0 100 0

アウトプット
（活動指標）

遠隔授業実施回数 回 17.5 60 29%

アウトカム
（成果指標）

遠隔授業実施による生徒の満足度 ポイント 3.2 4.2 76%

2 関係人口（二地域居住者）拡大推進事業

能登半島地震により人口減少のさらなる加速が懸念される能登において、地
域の活力を維持向上させていくには、定住人口や交流人口の拡大に加え、
関係人口の拡大が課題となっている。能登を訪れるボランティアの方や地元か
ら離れざるを得なくなった広域避難者を含め、地域外の方へ地域と関わる情
報を発信し、地域を訪れる機会を創出することで関係人口の拡大を図る。ま
た、将来的には二地域居住者の拡大も視野に入れる。

34,785

KPI

デジタルアーカイブによる石川の技術継承・発信事業

全国的な人材不足はあらゆる業界に影響を与えており、次世代への技術継
承が課題である。
本事業では、加賀料理の文化的価値を担う料理や器、料理人等の技術
（「わざ」）、「百万石の名工」の職人たちの技能をデジタルアーカイブとして記
録・保存する。これにより、若手への技術継承を進めるとともに、就業促進や
観光客誘致を図り、地域活性化を目指す。

14,0001

高校入試web出願システム導入事業

石川県の公立高校入試の事務手続きにおいて、検定手数料の納付が証紙
に限られているなど、志願者の利便性が損なわれている面がある。そこで高校
入試の一連の出願手続きをデジタル化するため、web出願システムを導入す
る。検定料納付のキャッシュレス決済化や調査書のデジタル化により、出願手
続きがペーパレスかつワンストップで完了できるようにする。また、志願者、中学
校、高等学校、教育委員会をシステム内で連携することにより、すべての立場
の方の負担軽減とミス防止につなげる。

59,3183

能登地域の高校では、過疎化による入学者の減少に伴い、各校への専門教
科等の教員配置が難しい状況となりつつある中、今般の地震や豪雨により、
拍車がかかることが懸念されており、地域唯一の高校として多様な進路希望
に応じた教育を行う必要があることから、学校間の遠隔授業を実施すること
で、専門の教員による授業内容の質の充実とともに学校の魅力化を図る。

遠隔授業モデル実施事業4 6,347


